
名　　　称 公益的機能の発揮に資する樹下植栽に適応可能な種苗の導入実証試験

カテゴリー 水土保全機能を重視した森林施業及び保全技術の確立

キーワード 耐陰性苗木、樹下植栽

開発期間 平成21年度～平成24年度

実施主体 森林技術センター

実施場所 岡山県新見市神郷  （三室国有林 ５８２ろ1 林小班）

協力機関 （独）森林総研林木育種センター関西育種場

背景・目的

　皆伐による裸地化を避け、公益的機能の発揮と木材生産の調和を図る施業として、複層林施業や針広混交林へ
の誘導を図る中で、持続可能な森林経営を進めるために、造林・保育においても低コストな施業技術の確立が必
要である。
　そうした中、樹下植栽に適したヒノキの品種についての情報が明確となっていない。そのため、樹下植栽に適した
成長や健全性に関する耐陰性に優れたヒノキ苗木候補を選定し、導入可能な品種を明らかにすることを目的とす
る。

　苗木候補は、上層木スギ下に、耐陰性候補系統（１６品種）及び非候補系統（１０品種）、計２６品種（実生苗（精
英樹家系））を植栽する。
　植栽方法は、２６品種混植（１列内に規則的に品種を配置し、列内には品種当たり５本）、１品種当たり１５本、計
ヒノキ３９０本を植栽する。

１．植栽品種
◎ 成長に関する耐陰性について一定の評価を受けた品種（以下、「高成長性期待品種」という。）：
　安芸7号、安佐1号（推奨品種）、宇和島署3号（推奨品種）、海部6号、喜多2号、新居1号、大原1号、東宇和1号、
徳山1号、氷上９号（以上の品種は耐陰性候補品種でもある。大原１号は次の健全性についても高評価を受けた
品種となっている。）
◎ 健全性に関する耐陰性について一定の評価を受けた品種（以下、「高健全性期待品種」という。）：
　玖珂3号、松江署1号、鳥取署101号、苫田7号、尾鷲8号、豊岡2号、【大原1号】（以上の品種は耐陰性候補品種
でもある。）
◎ 耐陰性評価品種以外の品種（以下、「耐陰性期待外品種」という。）：
　阿武5号、吉野5号、飯石1号、尾鷲2号、尾鷲11号、邑智5号、東牟婁20号（以上推奨品種）、川本署2号、日野5
号、邑智4号

２．分析
◎ 林内の照度　相対照度　平成22年度５５％、平成23年度４１％、平成24年度３０％
◎ 野兎の食害、上層木樹冠からの落雪被害、湿害が多く発生した。
◎ 品種間の苗長、根元径の母平均に関して t検定を実施。
　川本2号・尾鷲2号は標本数不足（１本）のため評価対象から除外。
◎ 3成長年次苗高　比較値135ｃｍより、苗高平均が高かった品種
　喜多2号、徳山1号、邑智4号、豊岡2号、日野5号
　※植栽品種の日陰・日向での成長比較をしていないため、精英樹特性表等のデータを用いて比較値を決定して分析を実施。
◎ 相対成長量　平均160以上の品種
　吉野5号、大原1号、海部6号、喜多2号、鳥取署101号、東牟婁20号、徳山1号、宇和島署3号、豊岡2号
　※相対成長量：３成長年次の樹高については植栽時の苗高の影響が大きいことが考えられることから、植栽時苗高と３成長
年次苗高との関係について相対成長量として数値化。
　（植栽時苗高を ａ、３成長年次苗高を ｂとしたとき、相対成長量は　（ｂ－ａ）/ａ の関係）

３．結果
　相対成長量も良く、人工庇陰試験（1992年「精英樹等の耐陰性検定共同試験報告書」関西林試協共同試験）で
も、結果が良好であった以下の６品種について、成長性に関する耐陰性が大きい品種と考えられる。
　大原1号、海部6号、喜多2号、徳山1号、宇和島署3号、豊岡2号

　今回、3成長年次までの成果をとりまとめたが、今後については、各品種の標本数が被害等により少ないこと、照
度による影響がより大きくなることなどから、今回をもって技術開発課題については終了する。

成果の活用

　関西育種場には、耐陰性に優れた品種の選定のための参考となる一定の成果として報告する。
　また、今回の試験箇所の苗木について、品種ごとの管理を継続することで、耐陰性に優れた品種の成長につい
ての検証に活用できる。

関連文献等
・精英樹等の耐陰性検定共同試験報告書(1992年）

成　　　果



試験地位置図

試験区域

三室国有林５８２林班ろ１小班

約0.5１ha

試験地

瀬戸内海

公益的機能の発揮に資する樹下植栽に適応可能な
種苗の導入実証試験 試験地位置図

新見市

試験地



平成21年11月（試験地設定）

獣害防止ネット敷設
植栽状況

試験地の状況 平成24年6月





 



参考資料 


	Sheet1

